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Iはじめに
生体は、環境から情報とエネルギーの入出力を行うことによって生命の保持と成長が行われ、
階層的秩序に従って自己組織化し、発育発達が進行する開放システムである(V.Bertalanffy
l978)。したがって、幼児の生活環境は最も重要であり、子どもが健やかに成長するために最適
な環境を構築することは，保育関係者の切実な願いである。幼児の健康や発育発達を維持増進す
るためには、幼児の生活リズムや生活習‘慣および生活環境に注意を払って、問題に対して常に改
善を図る必要がある。
しかし，子どもの社会環境は大変厳しく憂慮すべき状態にある。日本学術会議の合同子どもの
成育環境分科会(2008)は、子どもの元気を取り戻し諸問題を解決するために、子どもの成育環
境の4つの要素の1つである成育空間について、さらに2011年には成育方法について、その改善に
むけて課題と提言を行った。
筆者が愛知県内の幼児を対象にした生活リズムや生活環境の調査を始めたのは､正木健雄(1981)
の幼児のからだが蝕まれているという、ショッキングな調査データと地域における定点観測の提
言に触発されてからである。それ以降、筆者は愛知県の幼児の生活リズムや生活環境に関する調
査報告を行ってきた(1986,1987,1996,1999、2002,2011)。その結果、幼児の生活リズムや生
活習’慣に関する問題では、朝食を摂らないで登園する，睡眠不足のままに登園する子どもなど，
健康に関する問題が多岐に渡っていることを明らかにした。また，少子化の影響もあって外遊び
時間の減少や，群れて遊ぶ子どもは減少し，人間関係や社会性の発達にも影響を与えていること
に対して保育関係者に注意を喚起してきた。
21世紀初頭の我が国の社会環境は、産業構造や経済的状況の変化によって、保護者の労働形態
や就業率を厳しいものとしている。そのような環境が幼児の生活リズムや生活習‘慣にも影響を与
えている。
筆者らは、1999年と2009年に幼児の身体発達調査と同時に生活習慣に関わるアンケート調査
を実施し、身体発達と生活リズム・生活習慣や生活環境との関連を探求しきた。ここでは、幼児
の生活リズム・生活習'慣および生活環境の変化について年次比較を行った結果と課題について報
告する。
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